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葉・横田，1984；水島，1992；秋葉・白石，1999；「保育所保育指針〈平成11年改定〉）。   
では，1歳児の道具を使って食べる行動はどのようなプロセスで達成されるのだろうか。1歳  
児の道具操作の発達に関する研究では，対象操作や操作スキルの問題として，腕・手指の動きや  
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くなることから，原則として献立が米飯，主菜，お汁の日に観察を行った。   
なお，対象とした2保育園（所）の観察条件の違いを表1に示した。  
表1 観察条件の違い  
N保育所   K保育園   
スプーンが提供さ  ⊥邁項』スプーンが使えるかどうかに  子どもがスプーンに関心を持ち始めたと保育者   
れる時期   関係なく持たせておく。   が判断した時期，1歳3か月前後から。   
陶器の飯碗（直径10．4cm，深さ5cm），  陶器の飯碗（直径11cm，深さ5cm），おかず用  
食器の種類と       おかず用の有田焼の平皿（直径16．8cm，  2種：陶器の平皿（直径14cm，深さ2．5cm），   
大きさ   深さ3．5cm），槍の汁椀（直径9．8cm，  耐熱ガラスの器（直径14cm，深さ3．5cm），陶  
深さ6．8cm）。   器の汁椀（直径11cm，深さ5cm）。   
スプーンの大きさ  ステンレス製12．8cm   ステンレス製14cm   
観察開始時から終了まで，ごはん，お  スプーンが使えるようになるまでは，おかずは  
かず，汁碗すべて子どもの前（ェプロ  子どもの前（エプロン上）に提示し，ごはんと  
食器の配置  
ン上）に提示。   お汁は保育者の手元に置いて食べさせ，お汁は  
子どもの両手に汁碗を持たせて飲ませる。ス  
プーンが使えるようになると，すべての食器を  
子どもの前（エプロン上）に提示。   




（1）1歳児のスプーンで食べる行動   
Connolly＆Dalgleish（1989）および田中（1995，1999）を参考に以下の4点に着目した。  
（彰スプーンの形状認知   
スプーンの柄とくぼみ，くぼみ部分の凹凸といった対の関係を，「食べる」目的にふさわしく柄  
の部分を持ち，くぼみを凹向きに方向転換しているかどうかについて，〈スプーンに食べ物をのせ  
る〉時点ないし食べ物とスプーンとの関係づけ操作の時点でのスプーンの向きに着目した。   





表2 個々の操作の習熟に関する判定基準  
腕・手首の制御ができない場合   腕・手首の制御ができる場合   
スプーンで食べ物をっっく，スプー  スプーンを持った手が，前腕の回内（pronation）  
ンを食べ物に浸すなど，振幅の狭い  を伴う手首の回転（wristLrOtation）で，食べ物  
肘の屈曲（flextion）と伸展（extention）  ヘスプーンを差し込み，前腕の回外（supination）  
〈食べ物をのせる〉                 の動き。基本的にスプーンに食べ物  を伴う手首の回転（wrist－rOtation）によって，  
をのせることができない。   食べ物をスプーンにのせることができる。基盤を  
スプーンですくうことができる。   
スプーンのくぼみを水平に保てず，  スプーンのくぼみを凹向きに，水平に保ったまま  
〈運ぶ〉  垂直になったり，くぼみ部が凸向き  
になってしまう。   
スプーンのくぼみを水平に保てず，  肘を屈曲させながら，スプーンのくぼみを水平に  
くぼみ部分が口に水平に接触する，  保ったまま，スプーンの先端ないしは長辺部を口  
〈入れて出す〉            くぼみが裏返しになる。   二△塑（食べ物を口の中へ入れた後），肘を伸展さ  
せてスプーンを水平に保ち口から出す。  







る。   
④スプーンで食べる行動に伴う調整活動   
スプーンで食べるという目的達成に伴う調整活動として，2回以上くり返す〈のせる〉操作に  
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2．1歳児におけるスプーンで食べる行動の発達的特徴   
観察結果の概要を表3－1から3－4にまとめた。以下，これを参照しながら結果を述べる。  
表3－1 観察結果の概要（A児）  
注）個々の操作の習熟は，〈のせる〉時点での特徴を示した。   
〈探索的〉：協応動作の中でも「食べ物を取る・食べる」「こぼれたもの」など探索的な動作の出現を示す。  
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は22か月からと，1歳後半からであった。   
〈運ぶ〉時点での腕・手首の制御は，A児とC児は15か月，B児は14か月，D児は16か月か  
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（3）スプーンを持たない手の動き  
スプーンを持たない手の動きの出現状況の詳細を表4－1から4－4に示した。  





＊    ＊     ＊     ＊    ＊     ＊     ＊     ＊     ＊     ＊    ＊    ＊  






その他  ＊  ＊    ＊    ＊  
表4－2 スプーンを持たない手の動き（B児）  
1Zか月13か月14か月15か月16か月17か月18か月19か月20か月Zlか月Z2か月Z3か月  
机・綺子  
空中   
食署の保凋・固定  
＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊  
＊     ＊     ＊     ＊  ＊  ＊  
?????
スプーンに添える   




表4－3 スプーンを持たない手の動き（C児）  
12か月13か月14か月15か月16か月17か月18か月19か月20か月21か月Z2か月23か月  
机・椅子  
空中   
食器の保持・固定  
＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊    ＊  







表4－4 スプーンを持たない手の動き（D児）  
12か月13か月14か月15か月16か月17か月18か月19か月20か月Zlか月Z2か月23か月  
＊    ＊    ＊  ＊  ＊    ＊    ＊    ＊    ＊  机・椅子  
空中  
食器の保持・固定  
＊    ＊  ＊    ＊     ＊  
?????
スプーンに添える  
食べ物をのせる   
食べ物を耽る・食べる  
こぼれたもの  
その他  ＊  ＊  
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は，子どもが食べ物に対して働きかけた結果であるスプーン上の食べ物に対し操作を加え，かつ  
そこで行動が終わるのではなく，スプーンを口へ入れることから，スプーンで食べるという行動  
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中村：食事場面における1歳児の道貝操作の発達過程  
2．1歳児のスプーンで食べる行動の発達における時期区分   
観察の結果から，1歳児のスプーンで食べる行動の発達について時期区分を試みる。   
第1過程 スプーンと食べ物，あるいはスプーンと口との関係づけ，さらにスプーン上の食べ  
物の有無に関わらずスプーンを〈食器一口〉 と順に関係づける操作を繰り返すことを特徴とする  
時期である。この時期は，「スプーンで食べる」という目的に合わせて腕・手首の制御ができず，  
自らスプーンで食べ物をロヘ入れることば困難である。   
第2過程 自分の行動の結果からスプーンの方向転換の必要性を発見し，「スプーンで食べる」  
という目的に合わせて腕・手首の制御が可能になることによって，自らスプーンで食べることが  
でき始めることを特徴とする時期である。   





動の目的とその手段および結果の認識においても質的な変化を遂げる。   








表5 事例ごとの時期区分  
12か月113か月  14か月  15か月  16か月  17か月  18か月  19か月  20か月  21か月  22か月  23か月   
A児   第1過程  第2過程  第3過程  第4過程   
B児   第1過程   第2過程   第3過程  第4過程   
C児   第1過程  第2過程  第3過程  第4過程   
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Ⅳ．全 体 考 察  
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2．食事場面における1歳児の発達援助への示唆   
本研究の結果から，1歳児のスプーンで食べる行動に対する保育者の援助は，子どもの道具操  
作の発達に伴って重点の置き方が変化することがわかった。したがって，子どもの道貝操作の発  
達を捉えることが食事場面における1歳児の発達援助を行う1つのポイントとなる。   









自ら主体的に食べようとし，〈入れて出す〉 という行動の区切りで大人を見る，「おいしさ」を言  
葉で表現するといった子どもの行動に対する共感的受け止めが大切である。この時期の食事場面  
における発達援助として，道具操作と連関して発達する自我の内面的変化を捉えることが重要で  
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